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秋の測量山は、

オジロ、ヒヨドリ

してタカの渡り≦

も　く　じ

測量山

探鳥会案内

鳥民だより・編集後記

⑳
◆位置　室蘭市測量山

◆交通　国鉄室蘭本線室蘭駅下車

◆概況　標高200mの測量山は、鉄の街室蘭の市内に残

された唯一の小さな自然だが、三方を海に囲まれ、渡り

鳥の中継地として、四季を通じ、メジロからオジロワシ

まで130種類以上の野鳥と共に断崖絶壁の連なる海岸線

の景観が楽しめる。

◆探鳥コース　測量山へは、室蘭駅から徒歩30分、車で

10分程で着く。山頂の展望台に立つと、噴火湾を挟んで

駒ヶ岳、北西に有珠山、昭和新山、羊蹄山が一望できる。

野外ステージのある唐松平は探鳥会の集合場所でもあり、

冬は、

トビ、

タカ、

ほとんど若鳥である。

ガモ、シノリガモ、ウミア

港の内外でよく見られる。

◆上記以外に見られる鳥

ツツドリ　オオアカゲラ

コマドリ　ルリピタキ　ノゴマ　マミジロ

クロジ　オオハム　ホオジロガモ　コチドリ

ギ　ウミスズメ　ケイマフリ　ビロードキンクロ

水飲場、トイレもある。ステージの裏側が駐車場で、そ　　ハイタカ

の奥に遊歩道が縦横に走りマスイチ浜に至る。この辺り

1周約2kmが主な探鳥コースである。

山全体は広葉樹の原生林で、アカゲラ、ヤマ

ゲラ、コゲラ、シジュウカラ、ヤマガラ、ハシ

ブトガラ等留鳥の他、夏鳥としてアオジ、ウグ

イス、メジロ、キビタキ、コルリ、タロツグミ

等が見られ、エゾセン二ュウの声が夜の住宅地

まで流れてくる。

林を抜けてマスイチ浜に出ると、頭上高くア

マツバメがとび交い、イワ節バメが足元をかす

める。正面の断崖はオオセグロカモメのコロニ

ーで繁殖の様子が観察でき、近くの岩場にはイ

ソヒヨドリが時折り顔を見せる。

海上に目を移すと、5月下旬にはハシボソミ

ズナギドリ、アカエリヒレアシシギの大群が訪 〒051室蘭市舟見町1－13－3　本多　進
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大　樹　町　の　鳥

飯嶋　良朗

十勝南部の大樹町に生息する鳥類を紹介する。大樹町

の自然環境は、山岳、森林、草原、湿原、河川、湖沼、

海浜と変化に富み、これまでに観察された烏種は212で、

本誌において紹介されてきた他の地区と比して多い。

表－1に、観察種とその内容を示した。○印は観察の極

めて稀なもの。繁殖のらんの十は繁殖しているもの、

（十）は繁殖の可能性が大であるものを示す。

この記録は、主として1973年4月から1983年10月まで

のものである。観察場所は日高山麓部から沿岸部にかけ

てであって、高山部の調査はしていない。

表－2に月別観察種数を示した。5月と9月にピーク

がある。いずれも沿岸、河口部において旅烏の観察種数

が増えるためである。大樹町には海浜はあるが干潟がな

い。従って、観察される渉禽類は表－1のとおりである

が、観察個体数は少ない。表一1に記載されたガンカモ

科27種のうち、5月に観察されたものは21種、9月に観

察されたもの16種である。また、チドリ科、シギ科、ヒ

レアシシギ科のものは計28種記載されているが、そのう

ち5月に観察されたもの17種、9月に観察されたもの21

種となっている。ガンカモ、チドリ、シギ、ヒレアシシ

ギ科全体をみてみると、計55種中、5月に観察されたも

の38種、9月は37種と、ほぼ同じ比率になっている。従

って、5月のピークの方が高いのは、夏鳥の観察が増え

ていることによる。

いくつかの種について、少し説明を加える。図－1

ヽ＿■・′ 1　オオタカ

亜種であるシロオオタカの若鳥が1羽、

1981年2月、飛来した。日本では2回目の

記録である。大樹町は迷鳥の観察例が比較

的多く、このほかに、サかソラガン、アメ

リカヒドリ、シロハヤプサ、コチョウゲン

ボウ、クロヅル、ナベヅル、カナダヅル、

カラフトアオアシシギ、コホオアカ、コク

マルガラスの記録がある。また、ダイサギ、

チュウサギ、コサギ、ミサゴ、クマタカ、

タゲリ、ヘラシギ、ツバメチドリ、ワシミミ

ズク、シマフクロウ、ヒレンジャク、ジョ

ウピタキ、エゾピタキ、ヤマガラ、ユキホ

オジロ、ワタリガラスが極めて稀であり、

特殊な鳥類と言える。

2　タンチョウ

毎年、3番が大樹町内で繁殖している。キモントー沼

周辺の湿原（2番）と、当緑川河口周辺の湿原（1番）

が繁殖地となっているが、このほかに、生花苗沼、ホロ

カヤントー沼周辺でも営巣が確認されたことがある。冬

季は釧路方面へ移動するようである。

3　ツバメ

1972年、上中島地区で、繁殖が確認された。その後、

石坂地区で、繁殖が再度確認された。1980年からは、毎

年2～3番が繁殖している。巣は紋別川沿に作られる傾

向がある。

表－2　月別観察種数

観察地域図
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4　メポソムシクイ

北海道においては正体不明の鳥と言える。1977年9月

24日、大樹市街近くにある私の診療所の窓ガラスに衝突

して死んだムシクイがメボソムシクイ（コムシクイ）と

同定された。1979年、本種と思われるムシクイが、診療

所に近い大樹神社の林で、ツツドリの離1羽を育成した。

1980年、同種と思われるムシクイが、同じ場所で6羽の

雛を育成した。私は、これをメボソムシクイと判断した

ので繁殖のらんに什）？と記した。ただし、観察記録は

死体拾得の時のもののみを記した。
シロオオタカ

大樹町の鳥
表－1 

科 偃ﾒ�1 �"�3 釘�5 澱�7 嶋��������11 ��v�"�繁殖 竸"�

ア　　　　　ビ �4���7"�4�4�6�8��5h8ﾘ4x8ｨ4�4�6�8�� �� �� �� ���� �� �4�4�6�8���5h8ﾘ4x8ｨ4�4�6�8��,ﾈ�¥ｨ,ﾘﾋYjx,X,ﾘ,�*(�)�H,ﾒ�*�-ﾈ.��ﾘ*ﾘ,�*"�

カイ　ツブリ �4ｨ48687X8｢�6�5x8ﾘ4ｨ48687X8｢�4�4ｨ4x8ｨ4ｨ48687X8｢� �� �� �� �� �� ��ｲ�十 十 �8ﾈ�,ﾈｬ��~�,ﾘｼ�-�,Hｴ��

ミズナギドリ �4�4�7�5�6�4ﾘ6�8｢� �� �� �� ��○ �� �� ��都��I�h扎�(����?ｩgｹnﾉ+�,ﾈ橙���迚YC�嶋���B�

ウ �4X����4R�7���8���4R� �� �� �� �� �� �� ��

サ　　　　ギ �4�7ﾘ5H4ﾒ�5�485H4ﾒ�6�8X4X5H4ﾒ�5(5H4ﾒ�4�4�5H4ﾒ� �� �� �� ��ｲ� �� �� ��9u���ﾈ�)�Xｸ��晴,�*"��塔��C�塔9����ﾈ憙ﾏｸｽ�2���5�485H4ﾘ�86�8X4X5H4ﾘ�｢�

○ ��｢��｢��｢� ��ｲ��� ��

ガ　ン　カ　モ �7ﾘ4ｸ92�7�5h4�42�5H4ｨ688�4ｸ92�5(7h6�4�6�8x4R�4�4�6�4�6�8x4R�4�5h6�8｢�7ﾘ4ｸ8"�4ｨ8ｸ4ｸ8"�5(4ｸ8"� �� �� �� �� �� ��（＋） ＋ ＋ （十） （＋） ��塔��CH�C��ﾃX�CY�h扞V8���兌ﾒ���uH��.h.��｢��塔��I����ﾈ憙ﾏｸ,h4ﾈ8(986x���,Xｬ�����ﾙZｩ:�ｨﾌ)�ﾈ��nﾉ�ｲ�,ﾈ.�,ﾈ,X,ﾘ,�*(��5(7X6�4��｢�以�,ﾈｬ��,ﾘｼ�-�,Hｴ����4�4�6�4�6�8x4X�｢��H,ﾘ晴,�*"��都��CH�C3��h扞V8𠘑��?ｩgｹnﾂ�+�,ﾈ檍��迚YC��-��ｬ�����H,ﾙ�ﾘ*(*ｨ��ﾌ)�ﾉ�H,ﾒ�晴,�*"��H,ﾘ晴,�*"�

○ ○ ��ｲ� � ��

○ 劔凵� 

○ ��ｲ�� � �� 

○ �� �� �� �� �� �� ○ ����｢�

ヨソカモ オカヨシガモ ヒドリガモ アメリカヒドリ 劍�ｲ�○ ○ �� 剪�

オナカカモ シマアジ ハシビロガモ ホシハジロ キンクロハジロ スズガモ クロガモ ビロードキンクロ lガ � �� ��剪���

l �� ��� ��

l � ��剪� �� 

l l �� 劔剪�

ノノノ　モ コオリガモ ��

1 � 劔劔 
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科 偃ﾒ�≧1 �"�3 釘�5 澱�7 唐�9 ����11 ��"�繁殖 竸"�

ガ　ン　カ　モ �7ｨ4�5x8ﾘ4ｸ8"�7�5(4�485B�4X7�4�485B�4ｨ8�4�485B� �� �� �� �� �� ��＋ ��

ワ　シ　タ　カ �5H52�6x7"�4�5x8ﾘ8�5b�4�4�8�5b�4�4�5�4｢��X62�6�485�4｢�6ﾘ5�8｢�4�7ﾘ5�4｢�6�48488ﾘ6�8X4X7��6�8X4X7�� �� �� �� �� ��ｲ� ��＋ ＋ ■（＋） （十） ＋ ��都��秤�h扞V8����H,ﾘ晴,�*(*ｩ.葦ｩ4�,儖)x�+x.���H,ﾘ晴,�*(*ｩ.葦ｩ4�,儖)x�+x.���塔��C(�H恢顗,ﾈ5h8ﾘ4�4�5�4｢��秤O)x���mｩ_ｹ&霎h����都��Cx7�6X4ｸ8ｨｧ���?ｩgｹnﾉ+�,ﾂ�檍��迚YC�ｺﾓ��ｩ�Xﾟ乖郁�,ﾂ����跖���

○ �� �� ��○ �� �� ��ｲ�

ハ　ヤ　ブ　サ �5h8ﾘ6�8H7h5B�6�8H7X5B�○ ��ｲ� �� �� �� �� ��1 ＋ 冉ﾙ�3�蝿ｬ�������ﾈ憙ﾏｸ����H,ﾘ晴,�*"��都��C�秤O)x���dﾉz)&霎b��H,ﾘ晴,�*"�

○ ���� �� � ��

チコハヤフサ コチョウゲンボウ チョウゲンボウ 劔�� �� �� 

ラ　イ　チ　ョ　ウ �4x5ﾘ8�486�8x4R� �� �� �� �� �� ��＋ ��

キ　　　　ジ �4X��5���8��4ﾈ����5r� �� �� �� �� �� ��（十） �ﾈｶ�ﾔ�,�*(,ﾈ,R�4ｨ59K(*�*�.y&ﾘ.ｨ,｢�

ツ　　　　　　ル �4�8ﾘ6H8ｲ�5�986�8x4R�6�7�6H8ｲ�4ｨ6�5�5ﾘ8ｲ� �� �� �� ��（⊃ ��○ ��＋ ��都��C��C�都��C��+ｸ.ｨ+ﾈ.｣�秤Oﾉ�ﾂ��h扞&霎h�伜)69�ﾘ耳��,ﾈｬ���｢��都(�ﾃ�都H�������������(蝿�伜"�ﾇyV儷Hｮﾔｩ?ｸ*(+��*#都僖��S�秤�iU凉x6H6ﾘ.���"�

○ ��ｲ� �� ��○ ��ｲ�○ 

ク　　イ　　ナ �4���48��6��6ﾘ�8��92�4�4�6�92� �� �� �� �� �� ��＋ ＋ l＋1 

チ　ド　リ �5(6�6�8｢�484ｨ8ｸ6�6�8｢�5h8ﾘ6�6�8｢�8�5�486�6�8｢�8�6�4�8ﾒ�5�485ｸ92�5�5�8｢� �� �� �� �� �� ��十 （十） （＋） �(ﾈ�,ﾈｬ��,ﾘｼ�-�,Hｴ���塔�D�(蝿������ﾈ憙ﾏｲ�

○ �� �� ��

シ　　　　ギ �4ﾈ8x4X5x8x5h4ﾒ�6x4X6ﾈ92�4X5�8�5h4ﾒ�6�7ﾘ5iKﾂ�-h8�5h4ﾒ�4ﾈ8ｨ4�42�688ｸ5h4ﾒ�4�4ｨ4�5h5h4ﾒ� �� �� �� �� �� �� ��塔��C��C8蝿���塔8�C��C�蝿��*(+��.ｨ.�����ﾈ憙ﾏｸ��-h8�5h4ﾘ�｢��H,ﾘ晴,�*"��塔��C�秤����ﾈ憙ﾏｲ��都��I�h扞V8����?ｩgｹnﾉ+�,ﾈ橙���迚YC�塔��ｨ��4�4�8ﾘ5h4ﾘ�｢�

○ ��ｲ� ��

アオアシ′ミ／ギ カラフトアオアシシギ タカブシギ キアシシギ イソシギ ソリハシシギ オグロシギ 劔剪� ��ｲ� 

○ 

こ



科 偃ﾒ�1ノ �"�3 釘�5 澱�7 唐�9 ����11 ��"�繁殖 竸"�

シ　　　　ギ �4�4�5ﾈ8ｨ6�5h5h4ﾒ�6�8X4X5h884�5h4ﾒ�8H7ﾘ5h4ﾒ�5�5h4ﾒ�4�4�5x5h4ﾒ� �� �� �� �� �� ��十 十 ��H,ﾘ晴,�*"��H,ﾘ晴,�*"�

ヒレアシシギ �4�4ｨ4h8｢�7�8ﾈ4�5h5h4ﾒ� �� �� �� �� �� �� ��

ツバメチドリ �686�8���6�6�8｢� �� ��ｲ� �� �� �� �� ��y���Y�h扞V8����?ｩgｹnﾉ+�,ﾈ橙���迚YC��3��｢�

カ　　モ　　メ �8h8ｨ4ｨ8(8��5ｨ4�8ﾘ4ｨ8(8��4�4�5ｨ4�8ﾘ4ｨ8(8���ﾈ5h8ﾘ4ｨ8(8��4ｨ8(8��4X7�6ﾈ5"� �� �� �� �� �� �� �>ﾉ�ｨ+x.儘ﾉOi*ﾈ,X,ﾙL��(/�ｦﾙDb��H,ﾘ晴,�*"�

＝ �� ����

ア　シ　サ　ツ 

ウ　ミ　スズメ �6�5h7h6x4X7�4ｸ8�5��4x6x8ﾘ7H4X7�5�5�8��5(4X7�5�5�8��（⊃ ��ｲ� �� �� �� ��0 �� ��都��X���ﾈ�;���都��)�h扞&霎h,ﾈ､8ｭﾒ��都��(���ﾈ�;��

ハ　　　　　ト �4ﾈ5x6�6r�4�4�6�6r� �� �� �� �� �� ��＋ ＋ ��

ホトトギス �5x8X4X486��4ｨ6(5(4R�68686�8｢� �� �� �� �� �� ��仲 ＋ ＋ ��H,ﾘ晴,�*"�

－ �� 

フ　ク　ロ　ウ �8�5h7�7�5�4��5h7ﾘ7H4�8ﾘ4R�6x8�7H5�4��5(7�7�5�4��5(6ﾘ6�5�4��4�4�5(6ﾘ6�5�4��4�4�6�5�4��7H4�8ﾘ4R� �� �� �� �� ��○ ��トH 十 ＋ 十 ��都ID���ﾈ駢��9;仆8支効醜橙����都x�｢��H,ﾘ晴,�*"�

ヨ　　タ　カ �9(����5�����4｢� �� �� �� �� �� ��＋ ��

アマツバメ �6�8ｨ4�4�7ﾘ686�8��4�7ﾘ686�8�� �� �� �� �� �� ��〔十う ��都��7�6X4ｸ8ｨｧ���?ｩgｹnﾉ+�,ﾂ�檍��迚YC�塔��｢�
○ �� 

カ　ワ　セ　ミ �8H7ﾘ5ｨ7��4�4ｨ5h8x4X7(92�4ｨ8�5ｨ7�� �� �� �� �� �� ��＋ しH 十 ��H,ﾘ晴,�*"��H,ﾘ晴,�*"��H,ﾘ晴,�*"�

キ　ツ　ツ　キ �4�8ｨ5�42�8H7ﾘ5�8��4�7ﾘ5�8��4�4ｨ5�8��4�4�4�4ｨ5�8��5(4�4ｨ5�8�� �� �� �� �� �� ��＋ ＋ （－H ＋ ＋ 十 ＋ ��H,ﾘ晴,�*"�

コ　　ケ　　　フ 劔��

ヒ　　バ　リ �7�����6�����8｢� �� �� �� �� �� ��＋ �渥ﾙYH,X晳�H掠7��

ツ　　バ　　メ �5h8x4X6�4H686�8��68��6�8��488�686�8�� �� �� �� �� �� ��＋ 十 十 ��都)D餃��(�ｦﾙDh�);�8ﾈ�Y;��fｸ,X,ﾘ�-�,H,ﾈｴﾉ��

l �� 

ー6－



科 偃ﾒ�1 �"�3 釘�5 澱�7 唐�9 ����11 ��"�繁殖 竸"�

セ　キ　レ　イ �4ﾈ5ｨ4ﾈ8ﾈ42�6�4�5ｨ4ﾈ8ﾈ42�5ｨ4�8ﾘ5ｨ4ﾈ8ﾈ42�78985�42�5�7�6�8｢� �� �� �� �� �� ��十 十 ＋ 十 ��

ヒ　ヨ　ド　リ �7���8���6���8｢� �� �� �� �� �� ��＋ ��

モ　　　ズl �� �� �� �� �� �� ��十 川 亢�,儖)x�+x.��モ　ス アカモズ オオモズ ���� �� �� �� 

レ　ンジャク �4ﾈ8ﾈ985x884��7�8ﾈ985x884�� �� ��� �� �� �� �� ��都��#H蝿������ﾈ憙ﾏｸｽ�*ﾘ,ﾂ�ﾕ��i&霎b�
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新年懇談会報告
1月20日（土）、13：00～16：30、北海道婦人文化会館

狩ご疾年攣雛欒捏しキo
今回は、「カワセミ、清流に翔ぶ」などを出版してい

洛動物写真家め嶋田　忠さんをゲストにお招きし、井上

冠瞼長のあい且つのあと、嶋由さんから野鳥の写真撮

畝こ対するや構解軒、一実際の例などを引き出しながら

わかりやすく説明がありました。そのあと、会員の持ち

寄蓬粗茶きまぜ梯田さんのアドバイスを交えながら2

時間程鑑賞いたしました。鞄見沢の山田良浩さんのツミ

汗キイス頂㌻マ耶じて長岡宏幸さんのクマゲラ、

匝ヒ醜幌の園口健二さA型イスカ、キレンジャク、二
上　篤さんのスズメ、ノ疋攣凍、野村梧郎さんのトビ、オ

萱ジドッ、猪口N卓さんのガラシラサギ、セイタカシギ、

延林雅文さんのシマアオジ、アカショウビンなど、各人

の力作が次々と写し出され、素晴らしい作品の連続でし

た。そして、本日のゲストの嶋田さんのスライドが撮影

の意図、表現したい点、撮影現場の状況、撮影に至るま

での苦労話などを交えながら写し出され、作品の素晴ら

しさに何回か声が上がるなど見事な作品を見せてい

ただきました。

最後に、嶋田さんとの懇談に入り、フイルムのこと、

三脚のこと、ブラインドの作り方など写真撮影に必要な

ことについてお話があり、出席者にはきっと良い勉強に

なったと思います。

今回は、例年行っております自己紹介をやめ、スライ

ドを中心に行い、ゲストの知名度の高さもあって、例年

になく大勢の62名の参加者を得、盛会のうちに終りまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　（編集担当）
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マガモの交尾行動

）

ヽヽ．′′

小山　政弘

マガモの交尾を終始観察する機会に二度も

めぐまれて、交尾行動類型のアウトラインが

少しわかったので紹介する。

観察されたのは、1981年2月11日苫小牧市

郊外にある王子製紙会社所有のダムで二例、

1983年4月6日久遠郡大成町のボンウスベツ

川のダムで一例である。

交尾行動の類型をひとまず行動順に解説す

るとおよそ次のようになる。いずれも水面上

での行動である。

①向いあった含早が互いに首の上下伸縮を

始める。この際の動きは、首を伸ばすよ

り縮めるときの動きが敏速である。

②首の上下伸縮運動のテンポが幾分速やめ

となり、含‡のリズムが合うようになる

と、♀は合に背を向けて交尾受け入れ姿

勢を示す。

③首を前方にのばした♀に背後より令がマ

ウントし交尾する。

④交尾が終了し、合が♀よりおりると♀が

背のびの姿勢で羽ばたきをし、次に激し

く水浴を始める。

⑤その♀のまわりを告が首を水面にのばし

た姿勢で激しく1～2回円をえがいて泳ぎまくる。

⑥針が④の♀同様羽ばたきをしてから水浴をする。

（水浴びをしない場合も一例あった。）

以上が私が観察したマガモの一連の交尾行動である。

なお、②から③に移行する時間は短く、④と⑤とは時間

的に連続して行われる傾向が認められた。

野

晩秋うす曇りのこの日、私

には8月以来3回目の探鳥会

です。この間、出会った鳥た

ち全てが新鮮で驚きの連続で

した。まさに“未知との遭遇”

と言う言葉そのものです。こ

それぞれの行動への意味するところは謎であるが、多

くの観察例の積み重ねで、あるいは少しずつでもその謎

が解けるのかも知れない。

〒043－05久遠郡大成町字都421北海道立大成高等学校

小山　政弘

幌　　　　58．10．23　堀内進

の日も新たなる“遭遇”を求めて勇んで参加させて頂きま

した。

先ず最初に出迎えてくれたのは、ふっくらと愛らしい

エナガの群れです。幸先の良いスタートに皆から歓声が

起きました。林道を進むうち、ルリピタキの“ヒッチョ

ロ”という声が何度か遠く近くに聞かれましたが、私に
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は姿は最後迄とらえる事ができませんでした。しかし、

ヒガラの群れが目の前わずか2～3mのところに現われ、

双眼鏡など無しでじっくりと対面させてもらい、本当に

人と烏との交流という感があり感激させられました。

「上．／上力　と言う声があがったので見上げると悠々と

帆翔している烏を一瞬とらえる事ができました。オオタ

カだそうです。ベテランの方々の、素早い識別力には舌

をまかされる事しきりです。いつになったら私もあのよ

うに……。キクイタダキの可憐な姿にもお目にかかれま

した。頭上の黄色い印もテラッと垣間みられ、大変印象

的でした。

いつも感服いたしますのは、世話役の方々の、我々ビ

ギナーに鳥との出会いの場を少しでも多くしてあげたい、

との心遣いがこちらに自然と伝わってくる事です。また

会員の方々の、野鳥のみでなく野の草花や森の樹々など

自然全般に目を向けておられる姿勢にも教えられるとこ

ろが大であります。鳥も他の動物や植物も広く関心をも

って自然との接点を広げていこうという事、とても大事

な考え方と思い要す。

最後に紅葉鮮かな秋の一日を、有意義にすごさせて頂

きました事を感謝しまして、筆をおきます。

［記録された鳥］トビ　オオタカ　ヤマゲラ　アカゲ

ラ　コゲラ　ヒヨドリ　ミソサザイ　ルリピタキ　ツグ

ミ　ウグイス　キクイタダキ　エナガ　ハシブトガラ

ヒガラ　ヤマガラ　シジュウカラ　ゴジュウカラ　メジ

ロ　カシラダカ　アオジ　ムクドリ　カケス　ハシブト

ガラス　カモメSP　以上24種

［参加者］　清水幸・朋子　長岡宏幸・範子　霜村耕介

柳沢信雄・千代子　関口健一　長谷川涼子　五十嵐優

幸　野口正男　加藤　勇　屋代育夫　村上　進　福井す

え　犬飼　弘　羽田恭子　二上　篤　品田延一　浪田良

三　青木二郎　大坊幸七　堀内　進　岩泉ゆう子　道川

弘・富美子　以上26名

［担当幹事］　大坊幸七　長谷川涼子　関口健一

〒062　札幌市豊平区水車町7丁目第2コーポ北海203

ウトナイ湖

あいにくの悪天候、ザァーザァ一降りの雨の中で、探

鳥会が行なわれました。湖にはオナガガモ、ヒドリガモ、

マガモ等のカモ類、そしてオオハクチョウの親鳥が幼鳥

をガードしながら湖岸迄来て、餌をついばんでいます。

こんないたいけな鳥達が長旅に子供を連れて無事帰って

来たのを見ると感動を隠しきれません。

10時30分、雨がひどく、ネイチャーセンターに移動、セ

ンターの中からの観察となりました。センターでは野鳥

に詳しいレンジャー、ボランティアの人達がいらして、

訪問客を＿親切に案内しているのが好印象でした。水辺

の鳥の映画を観た後、ウトナイ湖の鳥達の説明に加えて、

小魚、貝、昆虫、水性植物類が豊富にあるので、幾種類

もの烏たちが渡来し、湖が凍るまで長旅をいやすとのこ

と、又時には湖に鮭を見ることがあると、大変楽しいお

話を聞かせて頂きとても参考になりました。

幹事さんが「ミコアイサ、カワアイサが見えますよ」

と声を掛けて下さり、観察するのですが、雨のため確認

が難しく、やっと見つけることができました。

天候の良し悪しで鳥の形、大きさ、色彩、そして湖面

の色、輝きがこんなに変化するものかと、自然界の明暗

58．11．13．　清水朋子

に感心しながら、鳥達は、と見ると雨の中我れ関せずと

眠って居るもの、忙しげに飛んでいるもの、採餌をする

ものと、それぞれの姿に精一杯一生懸命生きているのだ

と実感すると共に又、烏たちに教えられた一日となりま

した。

昼食後解散となり、降りしきる雨の中「雨の日も又楽

し」と満足しながらりトナイ湖を後にしました。

［記録された鳥］　アオサギ　オオハクチョウ　コハク

チョウ　マガモ　コガモ　ヒドリガモ　アメリカヒドリ

オナガガモ　ホシハジロ　ホオジロガモ　ミコアイサ

カワアイサ　トビ　チュウヒ　ウミネコ　アカゲラ　ハ

クセキレイ　ツグミ　シジュウカラ　スズメ　ハシブト

ガラス　（コブハクチョウ）　以上22種

［参加者］　屋代育夫　泉尾太一郎・宣志・恵津子　天

童雅俊　紅林雅文・幸子　倉橋　励　青木二郎　福井ス

エ　堀内　進　岩泉ゆう子　野々村菊　浪田良三・典子

清水　幸・朋子　早瀬広司　道川　弘・冨美子

以上20名

［担当幹事］　早瀬広司　紅林雅文　道川冨美子

〒062　札幌市豊平区西岡2条1丁目8－18

小樽海岸

バードウォッチングを始めて2回目の冬を迎えました。

まだまだ分らないことばかりですが、情熱だけは人一倍

だと思います。「アッ」と言う間に過ぎた、この一年間。

58．12．11　後藤ひろみ

スズメとカラスとあとは知らない烏、という私だったの

が、一種類二種類と、新しい野鳥の名前を覚え、すがた

を観て声を聞いて、たくさんの感動と満足感にひたらせ
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ていただきました。

私のようなビギナーにとって、観察には最高のシーズ

ンと言われる寒い冬がやってきました。

今回は、バスで祝津から小樽港まで廻るコースです。

はじめの目的地祝津では、ウミスズメがたくさん出まし

た。波間にプカブカ浮かんでいました。一列に並んだり、

向いあったり、一斉にもぐったり、とてもかわいい野鳥

ですね。大感激ノ

次に望遠鏡に入ってきたのが、ヒメウ、ウミウです。

クの飛んでいるすがたは、とてもおもしろいですね。岩

の上にとまって、羽をひろげて日光浴しているかっこう

も、おもしろいし、ヒメウもウミウもよく見る野鳥です

が、大好きです。

小樽港に着くころには、あいにく雨がふってきて、午

後からの探鳥会は、中止になりました。残念でしたが、

解散後、ホオジロガモの80羽ぐらいの群を見に行きまし

た。ホオジロガモはほんとうに間近かで観察できました。

冬の港にたくさんの野鳥がいるなんて、以前は、考えも

しなかったことです。今年1年間、身近に自然を感じる

事ができました。これからも、今残っている自然を大切

室塾

にしていかなければいけないと考えています。そして、

これからも自然から多くの事を学んでいきたいと思って

います。

［記録された烏］　ウミウ　ヒメウ、シノリガモ、ホオ

ジロガモ、セグロカモメ、オオセグロカモメ、ウミネコ、

ウミスズメ、ハクセキレイ、スズメ、ハシボソガラス、

ハシブトガラス、アビSP　以上13種

［参加者］　中野高明　松山佳則　富樫敏雄　斉藤正彦

霜中愛子　鍋島由次郎　高橋秀実　大和民承　志田範三

後藤ひろみ　新井祐子　清田吉暗　松田清美　吉田五甫

亀尾紋十郎　渡辺俊夫　戸津高保・以知子　武沢佐知子

泉屋宣志・恵津子　道川　弘・冨美子　松井由紀子　武

沢和義　柳沢信雄・千代子　早瀬広司　浪田良三　野々

村菊　園部恭一五十嵐優幸　山田道子　羽田恭子　岩

泉ゆう子　白沢昌彦・光明　天童雅俊　太田タミ子

大坊幸七　西川喜久世　渡辺紀久雄　青木命子　青野久

子　堀内　進　長谷川涼子　以上46名

［担当幹事］　亀尾紋十即、渡辺俊夫、中野高明

〒　047小樽市最上1－12－1
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［野幌森林公園］　昭和59年　　　　　　20日（日）8：30まで

5月13日（日）午前9時30分大

沢駐壷場入口、または百年記念

塔午前8時30分集合。

［植苗、ウトナイ湖］昭和59年

6月17日（日）午前9時10分国

鉄千歳線植苗駅集合。

≡［東米呈］昭和59年6月24日（日）午前9時東米里

≡小学校前バス停留所集合。（地下鉄菊水駅から札幌市

≡営バス米里線利用）

≡［東区・福移］昭和59年7月8日（目）午前8時30

≡分札幌市営バス札苗線福移入口停留所集合。
＜野幌森林公園を歩きましょう＞

≡　昭和59年5月27日（日）、6月3日（日）、7月15日

≡（日）、午前9時30分大沢駐車場入口、または百年記念

≡塔前8時30分集合です。

≡　いずれの探鳥会も、ひどい暴風雨でないかぎり行い

≡ます。昼食、筆記用具、観察用具をご用意下さい0

≡　探鳥会のお問い合わせは、早瀬01ト611－0949まで。

◆一泊早朝探鳥会の案内◆

妻千馴周辺の一泊早朝探鳥会を行います0ヤマセミ、

董アカショウビン、カワセミなど30種くらい観察出来る

≡でしょう。多数の会員の参加をお待ちしています0
記

書1．日時　昭和59年5月19日（土）19：00より

2．場所　サンポートガーデン　千歳市蘭越町5番地

電話　01232－3－3741

3．会費1700円　夕食付（ジンギス汗鍋）朝食は各

自持参、尚、宿泊設備がないため寝袋、毛

布など各自ご用意ください。

※　自家用車の方は直接サンポートガーデン集合（駐≡

車場あり）

列車、バスご利用の方は千歳駅待合室18時30分集合≡

駅から現地まではタクシーを利用します。

29日（日）午前4時から8時迄探鳥、8時30分解

散予定

※　参加申込．4月と5月の野幌森林公園探鳥会の折

受付ます。尚、電話の場合は5月10日から12日まで

にお願いします。電話643－5369（夜間19二00から

21：0り）道川冨美子まで。

－▲11－
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◆傷等保険加入について

探鳥会のより一層の安全を

はかるため、傷害保険に加入

しました。この保険は、探鳥

会の集合時から解散時まで会

員・非会員を問わず、参加者

全貞が対象となります。ケガ

して通院された場合は2，000円、入院された場合は

んは安全に十分注意を払われますように、あわせて

58年12月7日（水）、18時30分～21時、札幌市民会館

［審議内容］

．新年懇談会の内容について検討した。

．会員名簿の発行について、早急に見積りをとるな

どして検討することとした。

．探鳥会幹事より59年度の計画が提示された。懸案

の1泊探鳥会や定例探鳥会の回数の増加、従来の探

鳥地以外での探鳥会の実施等を綿密に検討し、7月

分までについての案を了承しました。

59年1月11日（水）、19時～20時30分　札幌市民会

［審議内容］

昭和59年度の総会を4月21日（土）午後2時から

開催することとした。

野鳥写真展をバードウィークに合わせて、三菱信

託銀行で開催することとした。

藤の沢探鳥会の実施方法について協議した。

会員名簿の作成、郵送には10万円程度を要するた

め予算等を見極めながらさらに検討することとした。

オシドリの観察記録をお送り下さい．′

オシドリは「おしどり夫婦」といわれるように、古

から親しまれているカモですが、数はあまり多くな

く、分布などもはっきりしていません。オシドリの分

－　ここ

送。先＝〒。80帯広禰町帯広畜産大宇野生動毒

物管理学研究室藤巻裕蔵　　　　　　　　等

◆標識白鳥の調査に協力しましよう・／　　　　琴

山階鳥類研究所では、白

鳥の標識調査を行っており

ます。首あるいは足にグリ

ーンの標識をつけた白鳥を

観察された方は、観察日時

場所、首環のナンバー等を次のところまで連絡しま

しょう。

連絡先：〒150　東京都渋谷区南平台町8－20、山階鳥

類研究所・標識研究室、電話03（463）0410

◆野鳥写真展について

札幌市駅前の三菱信託銀行（北4西4）ロビーで、

5月10日～17日まで開催の予定です。

お手持ちの写真を次の要領で5月1日までに事務局

（本会）までお寄せ下さいです。

テーマ：山野、水辺、庭などの野鳥の写真

サイズ：四ツ切～半切で、カラー、モノクロいずれ

も可能。

展示写真はパネル張りにしてお返しする予定です。

◆昭和59年度の総会について

59年度の総会を次のとおりに開催しま すので会員の妻

皆芸蓋多芸蓋≡芸莞莞童；萎二〇　　至

（中央区大通西19丁目）電話（621）5177妻

議題昭和58年度事業幸陪　　　　　　≒

昭和58年度会計報告　　　　　　　害

昭和59年度事業計画　　　　　　　等

昭和59年度収支予算　　　　　　　害

役員改選　その他　　　　　　　　≒

［編］［集］［後］［記］

厳しい冬を乗り越えた鳥達の中には、元気よくさえ　　ます。特に、今回は一泊探鳥会も企画しました。鳥の

ずり始めたものもいます。さあ探鳥会に出掛けましょ　　声は、日中、夜中、早朝と一日中聞こえて、とても楽

う。会報会員の方も年に数回は参加して欲しいと思い　　しいものです。申込みをお待ちしています。（紅林）

〔北海道野鳥愛護会〕年会費1，500円（会計年度4月より）郵便振替小樽1－18287

薗060　札幌市中央区北1条西7丁目　広井ビル5階　北海道自然保護協会気付　℡（011）251－5465
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2，500円（各々1日当り）、万が一の死亡事故の場合は

300万円の補償がなされます。ただし、風邪や食中毒、

持病を持っている方でそれが悪化した場合等は補償の

対象となりません。また、「野幌森林公園を歩きましょ

う」は対象となっておりません。探鳥会に参加のみな

お願いいたします。（総務担当）

◆定例幹事会報告

会議室、出席幹事11名

館会議室、出席幹事9名

、仲、↓介、エ朴、1小、1朴、1朴、1朴、1朴、↓朴、仲、1朴、1小、↓介、1朴、上中、1朴、Llト、し。、、1／佃、エ介、1中朝、、上．M。爪。介↓中朝、朗、、、押。井J


